
 

 

本厚木駅周辺歩いて楽しいまちづくり推進計画～vision 2040～(案) 

に対するパブリックコメントの実施結果について 

 

１ 意見募集期間 

令和４年６月 15 日（水曜日）から令和４年７月 15 日（金曜日）まで 

 

２ 意見の件数等 

(1) 意見をいただいた人数  ３人 

(2) 意見の件数       14 件 

(3) 案に反映した意見の数  １件 

 

３ 意見と市の考え方 

№ 意見の概要 市の考え方 反映したもの 

第１章 はじめに 

１ 

本厚木周辺の特徴を生かし、

厚木市の自然の景観を生か

し、厚木市の核となる場所つ

くり、期待しています。計画

案は誰でもが居心地よく楽し

く歩ける空間・場所への配慮

が感じられました。 

本計画で掲げる目指すまちの

姿の実現に向けて、官民一体

でまちづくりを進めていきま

す。  

２ 

厚木市の地形や条件に合った

良い計画ができたと思ってい

ます。複合施設の整備や本厚

木駅周辺の再開発は、厚木市

都市計画マスタープランやコ

ンパクト・プラス・ネットワ

ーク推進計画の核になる計画

です。同時に、ネットワーク

の各地域の暮らし易い地域の

充実も両輪の和で実行される

と思います。市民・日中の在

学・在勤者が暮らしやすいこ

とはもちろんの事、厚木市が

魅力的な温かな街になること

で、住みたい街・厚木市民に

なりたい街になったらいいな

と思います。高齢化している

本計画は、都市計画マスター

プラン等の上位計画における

本厚木駅周辺のまちづくりの

方針を補完するものです。多

くの人が行き交う本厚木駅周

辺の魅力を高めることで、厚

木市全体の魅力向上にも寄与

していくことができると考え

ています。 

【P9】 

 



 

 

各地域の再生、各バス路線周

辺に住民が増えることを願っ

ています。 

３ 

本厚木駅周辺の本計画や複合

施設計画が良いのが出来れ

ば、駅周辺は変わります。厚

木市はきっともっと素敵な街

になると私は期待していま

す。 

 

第３章 目指すまちの姿 

４ 

社会は核家族や隣近所のお付

き合いもなくなっています

が、コロナ禍になって、より

人との関りが求められていま

す。今後 IT 化が進むと、もっ

と精神的な安らぎや温かさが

必要になります。計画を進め

るにあたって、ただ物を作る

のではなく、使う人の事を意

識して作っていただきたいで

す。 

まちづくりの方針３に、「自分

ごとでまちを育む」に基づ

き、市民の皆様にも積極的に

まちづくりへ御参加いただ

き、使いやすい、使いたくな

る施設や環境を整備していき

ます。 

【P41】 

 

５ 

休憩出来るスペース（ベン

チ）が必要です。本厚木駅北

口側にある２人用の道路に向

いたベンチは最悪です。居心

地の良いおしゃれなベンチを

所々に設置してください。バ

スセンターの改修に当たって

は屋根付きの待合所を、出来

ればトイレ付で整備してくだ

さい。ホームレスの場所にな

るからベンチ設置をしないの

ではなく、高齢者や子育て世

代・市民の休憩場所（一休み

しておしゃべりできる）とし

ての場を作る方を選んでくだ

さい。 

本厚木駅や厚木バスセンター

周辺は、エリア別の目指すま

ちの姿に「ヒトとコトの交流

の場」と位置付けています。

このエリアの目指すまちの姿

や活動イメージを踏まえて、

歩行者にとって魅力的な空間

を充実させていきます。 

【P43】 
 

６ 駅前に樹や花がほしい。公園 「施策 1-1 歩行者空間の質向  



 

 

を芝生化してほしい。鳥の糞

や落ち葉、手入れに関する苦

情があったり、費用が掛かっ

たり、大変な事はあるけど、

グリーンインフラや緑の空間

は必要であり、大切にしてほ

しい。 

上」に基づき、メンテナンス

性を十分に考慮しながら、緑

化の検討をしていきます。 

【P47】 

７ 

よく日中に未就学児と遊びに

中央公園に行きます。「さつき

通り」の歩道が狭いため、駅

前で買い物等をすることなく

帰宅してしまいます。２人乗

りベビーカーでも余裕をもっ

て通れるくらいの広さになっ

てくれたら嬉しいです。 

「施策 1-3 交通環境の最適

化」に基づき、さつき通りを

含め、各道路の役割分担（ま

ち歩きしやすい道、自転車が

通行しやすい道など）や現状

の道路内で歩道幅員を柔軟に

確保するなどして、歩きやす

い空間づくりを検討していき

ます。 

【P49】 

 

８ 

中央公園や複合施設にも授乳

室がほしいです。また簡易的

なものではなく、荷物が置け

たり子どもを寝かせられたり

できるようなしっかりとした

個室だと利用しやすいです。 

子育て世代の皆様も気軽に本

厚木駅周辺を訪れていただけ

る環境づくりは重要であるた

め、施策 2-1 の取組に「赤ち

ゃんの駅ベビリア※の普及促

進」を追加します。 

【P50】 

※おむつ替えや授乳のできる

施設。市内には、公共施設や

商業施設を中心に、144 箇所

(令和４年４月時点)設置され

ています。アプリ「Baby 

map」や市 HP 上で確認できま

す。 

〇 

９ 

本厚木駅周辺まちづくり推進

会議の提言にあるように建物

の高さ制限や外観の統一など

の取り決めや北口の県道 602

号線の市道化を検討してくだ

さい。 

施策 2-1 の取組に、「Ｂ.デザ

インの統一など景観に配慮し

た歩行者空間の整備」、「Ｃ.既

存建物の改修や更新に合わせ

たまち並みの誘導(ガイドライ

ンの作成等)」、「Ｆ.地区計画

等によるグランドレベルへの

 



 

 

商業施設等の誘導」を位置付

けています。これらの制度を

活用して、魅力的なまち並み

の形成を誘導していきます。 

また、県道 602 号（厚木なか

ちょう大通り）については、

提言を踏まえて、「(仮称)歩行

者空間利活用推進事業」にお

いて、商店街や商店会が主体

となって、建物敷地と道路空

間の一体的なにぎわい創出を

目指すことを位置付けていま

す。市道化については、今

後、まちづくりの進捗に合わ

せて、関係機関と検討してい

きます。 

【P50・71】 

10 

休憩用のベンチなどの横に厚

木市内の他の施設（例：郷土

資料館、七沢森林公園、つつ

じの丘公園、ぼうさいの丘公

園 etc.）の紹介、アクセス経

路案内などの情報板を設置し

て少々離れた郊外へも目を向

ける仕掛けを盛り込んでいた

だきたいです。厚木市民のみ

ならず、厚木市に訪れた市民

以外の人たちにも「歩くこと

で気付く（知る）厚木の豊か

さ、楽しさ」の演出ができる

と思います。先日、大和市の

「いずみの森」に行ってきま

した。ここは知人に教えられ

て知ることとなりました。大

和には何度も行ったことがあ

りましたが、駅近くにこのよ

うな場所があることには全く

気が付きませんでした。大和

本計画は、「官民一体で、本厚

木駅周辺をより居心地が良

く、歩いて楽しいまちへと転

換し、本市の中心地としての

にぎわいや魅力、更にはエリ

ア価値の向上を図る」ことを

目的に掲げています。そのた

め、まずは、本計画に記載し

ているように本厚木駅から徒

歩圏内にあるまちの資源を結

ぶような取組を進めていきま

す。御提案の取組は、今後の

まちづくりにおいて、参考と

します。 

【P9・37】 

 



 

 

駅に戻ってパンフレットや情

報板を探しましたが有りませ

んでした。もったいない！と

思った次第です。そのような

ことから上記を提案します。 

第４章 重点プログラム 

11 

今のバスセンターの 2 階の広

場は撤去して、バスセンター

から複合施設へは広々した緑

のある空間にしてください。 

重点プログラムの「(仮称)交

通結節ゾーン整備事業」にお

いて、厚木サンパークの撤去

を含めた広場空間の在り方に

ついて、検討していきます。 

【P60】 

 

12 

雨でも歩きやすい地下道をよ

り便利にしてほしいです。エ

レベーターの数を増やした

り、中央公園まで道を伸ばし

て車等を気にせずに小さい子

どもでも安心して歩けたりで

きたら嬉しいです。また、現

在ベビーカーで地下道から図

書館に行くことが困難なの

で、ベビーカーでも車いすで

も地下道から各場所へと移動

しやすい環境になっていただ

きたいです 

重点プログラムの「(仮称)交

通結節ゾーン整備事業」にお

いて、「子育て世帯や高齢者に

も使いやすい本厚木駅前東口

地下道へリニューアルしま

す。」を掲げています。地下道

については、エレベーターが

不足していることを課題とし

て認識していますので、今

後、地下道の構造上の課題な

どを検証しながら、検討して

いきます。 

【P61】 

 

13 

今回の案には地下道が入って

いませんでしたが、夏の日、

雨の日は便利な地下道です。

複合施設まで延長してアミュ

ーとアクセス良く利用できる

といいと思います。壁は市民

のアートの空間として利用の

場にしてください。 

重点プログラムの「(仮称)交

通結節ゾーン整備事業」にお

いて、「子育て世帯や高齢者に

も使いやすい本厚木駅前東口

地下道へリニューアルしま

す。」を掲げています。 

また、地下道では、現在もグ

ラフィックアート展示や市民

提案事業の実施など、にぎわ

いの創出やイメージアップに

向けた取組を推進していま

す。リニューアル後において

もこうした活動が可能となる

 



 

 

よう検討していきます。 

【P61】 

14 

駅前が変わることで厚木でお

店をやりたい人が出てくると

思います。計画案にも書いて

ありますが起業する人向けの

支援が必要です。 

重点プログラムの「市街地商

業活性化事業」の取り組みの

一部として、引き続き空き店

舗への出店を支援していきま

す。 

【P73】 

 

 

４ お問合せ先 

（１）担当課名 市街地整備課 

（２）連絡先  046-225-2470 

 

５ 結果公開日 

令和４年９月 21 日 公開 


